
これで快適に外出！！　虫よけグッズランキング！！ 土砂災害の前兆
まだまだ暑い日が続いていますが、この時期は暑さだけでなく虫にも注意し
なくてはいけません。そこで今回は今の時期必需品の虫よけグッズをランキ
ングにしてみました。

ちなみに虫刺されに関してはその場の環境も重要ですが、その人の体調等（内臓
の調子が悪いなど）も大きな影響を及ぼしていると言われています。虫刺されに
お悩みの方は、これを機に体調管理にも気を付けてみてはいかかでしょうか？
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天然薄荷油（業務用 200ml）￥2,800

カストロ  蚊取り器具  RJ055ET09 ￥3,990
  アースノーマット用の蚊取り器具。 おしゃれなデザインが人気の秘訣です！

　金鳥の渦巻　（30 巻入）￥836
販売開始から 100 年経っても虫よけ界のトップ！レジェンド的な存在です！

虫よけ、 化粧水、 耳掃除からマウスウォッシュまで。 万能すぎるハッカ油！

最近、お客様の置場にお伺いする中で気づいた事があります。そ
れは、お客様自身が自分の置場にある余剰資材に気づかれていな
いという事です。いつか使うだろうと置いたけれど、未だ1回も
使っていない、そこにある事が当たり前になり、『あの資材は何で
すか？』とお聞きするまで、お客様自身も気付かなかったなど、ケー
スは様々です。『日々忙しい中で、気にしていられないよ』という
声も聞こえてきそうですが、その資材がある事で置場を狭くした
り、本来価値のある資材が放置された事で、その価値を失ったり
など、本当にもったいない話しです。
そこで皆様に是非お願いしたいのが、量の大小、資材の内容は問
いませんので、今一度置場を見回し、使っていない資材が無いか
確認して頂きたいという事です。そして何かあれば、すぐに弊社
担当営業までご一報下さい。その資材を引取りさせて頂き現金化
するも良し、本当に必要な資材に交換するも良し、何かしらご相
談にのれると思います。1件でも多くのお客様にご賛同頂く事で、
自分の必要としている資材が他のお客様から入ってくる可能性が
高くなります。皆様らのご連絡、心よりお待ち致しております。

※ご連絡は各担当営業スタッフ（ 石黒・佐藤 雅・佐藤 亮  ）まで

この夏、日本各地で集中豪雨が発生し、多くの被害が出ております。
激しい雨や大雨は、山崩れやがけ崩れなどの土砂災害につながり
ます。
大きな規模の山崩れが突然起こることは少なく、多くの場合は前
兆現象、前触れがあるものです。次のような前兆現象があったら、
かなり危険です。
・斜面にひび割れができて、急に広がってきた。
・今まで涸れたことのない湧き水が止まる。
・湧き水のなかった所から濁った水が湧き出ている。
いずれも、山の内部で土砂が動き始めている証
拠です。
雨が弱まってから、あるいは晴れてきてから、
大きな山崩れが発生することもあります。大雨
の後１日か２日ぐらいは、山崩れの危険がある
と考えて、斜面の様子に気をつけましょう！

買取り担当
石黒・佐藤まで

厚生労働省は、2009年6月に施行した改正労働安全衛生規則（安衛則）に基づく足場からの墜落防止措置の効果の検証に着手することを発表
しました。施行後3年間にわたって、足場からの墜落災害のデータを蓄積・分析した結果を踏まえ、墜落防止措置をより一層徹底をするのか、あ
るいは安衛則の義務付け措置を強化するのかを、有識者会議「足場からの墜落防止措置の効果検証・評価検討会」で議論することになりました。
これまでの検討会では、過去の災害データの分析が中心でしたが、今後の検討会では、安全衛生部長通達の『より安全な措置』としている手すり
先行工法や第三者による足場の安全点検を安衛則に位置付けるのかを最大の論点とし議論することになります。
過去3年間のデータから災害の割合を見てみると、安衛則に基づく措置を講じていた災害が約１割で、措置の不備による災害が約9割を占めて
いました。こうした現状から昨年度の検討会の報告書では、手すり先行工法は、組み立て・解体時に最上層からの墜
落防止措置として効果が高いと評価しながらも、「安衛則に基づく墜落防止措置の徹底を図る必要がある」「墜落防止
措置の普及率は低調であり、より一層の普及を図ることが労働災害防止上効果的である」と総括しています。
検討会は、年内に一定の結論を導き出すことを目指すようですが、その結論次第では通達から法令になる可能性もあ
りますし、現場の施工方法がさらに厳しくなる可能性もあります。現場で施工を行っている皆様にとっては、今まで
以上に使う資材が増える、手間がかかる等のネガティブな要素に目が行きがちですが、安全な足場施工の必要性は誰
もが感じていることだと思います。今後は安全基準に基づいた資材のご提供だけでなく、効率的な施工方法や安全に
配慮し使いやすい製品の情報を幅広く集め、この足場王通信を通じ、いち早く情報発信を行っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設通信新聞　参照）

安全衛生部長通達の足場措置検証へ

置場にきっとある　余剰資材！
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